
目標
領域

番
号 　　　　　　　項　　　　　　　　　　目

教職
員

保護
者

児童 改善策・説明

学
校
関
係
者

1児童は、相手に届く声で話したり音読したりしている。 Ｂ Ａ Ａ

2
児童は、文字を丁寧に書いている。（下敷き・消しゴムを
上手に使う）

Ｃ Ｂ Ｂ

3
児童は、進んで家庭での学習に取り組んでいる。
（塾等での学習を含めて〔１０×学年〕分）

Ｂ Ｂ Ｂ

4
学校（教員）は、わかりやすい授業に努めている。
（めあての明示、児童が自分の言葉でまとめる授業の展開）

Ａ Ａ Ａ

5学校は、学習内容が子供に身に付くように努めている。 Ａ Ａ Ａ

6児童は、自分から目を見て挨拶している。 C Ｂ Ａ

7児童は、相手を思いやるやさしい言葉づかいをしている。 Ｂ Ｂ Ｂ

8
児童は、集団のために活動している。
（係活動、当番活動、清掃など）

A Ａ Ａ

9児童が学校は楽しいと思えている。 Ａ Ａ

10
児童にいじめを許さない心を育てるとともにいじめの早期
発見・早期対応に努める。

Ａ

11
内面を高めていく道徳授業の展開。
道徳的実践力を高める指導。

Ｂ

12学校は、児童が安心して過ごせる環境を作っている。 A Ａ Ａ

13児童は、何事にもあきらめずに最後まで取り組んでいる。 Ｂ Ｂ Ａ

14児童は、進んで運動に取り組んでいる。 Ｂ Ｂ Ａ

15
児童は、早寝・早起きをし朝ごはんを食べて登校してい
る。

Ｂ Ａ Ａ

16
児童は、交通ルールを守り、安全な歩行・自転車乗車をし
ている。

Ｂ Ａ Ａ

17
学校は、体力を向上させるための指導や環境づくりに取り
組んでいる。

Ｂ Ａ Ａ

18
学校は、児童の安全確保に努めている。（安全指導、清
掃、修繕等）

Ａ Ａ Ａ

19
学校は、学校公開、授業参観・懇談会、学校だよりや学年だよ
りなどで学校や教育活動の様子がわかるようにしている。

Ａ Ａ Ａ

20
学校は、保護者が教員に相談しやすい環境をつくってい
 る。

A Ａ Ａ

21学校は、保護者や地域との連携に努めている。 Ｂ Ａ Ａ

22
学校は、学年・行事等の会計を適切に処理し報告してい
る。

Ａ Ａ

23
全教職員で学校経営方針に基づき組織的に教育活動を進め
ている。

Ａ

24
教職員が組織の一員として自分のよさを発揮して勤務して
いる。

Ｂ

25
教職員が積極的に研修に取り組むとともに、自己研鑚に努
めている。

A

　　　　　　　　　　　　　　平成２９年度　狭山市立狭山台小学校　学校自己評価報告書

　　　　　　　　【評価の目安】Ａ：よくできている(90%)Ｂ：概ねできている(75%)
　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：あまりできていない(60%)Ｄ：できていない(60%未満)

か
し
こ
い
子

・聞く人・読む人を意識して、届く声・ていねいな
文字の指導をしてきた。引き続き指導を要する。
・学習内容の定着を図るため、また家庭学習の量
的な拡大を図るためにＳＳＶＣの支援を受けるよう
にした。
・算数を中心に単元を通じてわかりやすく指導す
ることを研究してきた。児童アンケートで「勉強が
すきだ」と回答している児童は８７．２％であり、４月
県調査でも学習する理由に「楽しい・好きだから」
という回答が県平均より１０～２２ポイント高く、主体
的に学べるように導いている成果の表れと考えら
れる。

や
さ
し
い
子

・挨拶については、児童会活動と連携し主体的に
取り組めるように計画的に指導してきた。（全学級
が取り組む挨拶運動、児童会の挨拶運動、中学
生との挨拶運動等）進んで挨拶ができるよう指導
を継続する必要がある。
・言葉づかいの指導と合わせて人権教育を進め
た。いじめ等の防止のために年３回のアンケート
調査、年２回のＱＵテストを分析し活用した。第２
回ＱＵテスト結果からは、取り組みによるものと考
えられる改善が多く見られた。
・道徳授業の充実、学級活動の活性化を図り、自
己有用感を高める取り組みを進めたことの成果が
項目８及び項目９に表れている。

た
く
ま
し
い
子

・「まじめな行動」を重点として清掃にも取り組ませ
ている。教員の見届けと評価で児童は意欲的に
取り組んでいる。
・運動のカード等により意欲化を図るとともに校庭
整備、運動の場づくりを進め、体力向上を図って
いる。体力テストの結果では、県目標値を上回っ
ているが、数値は昨年度より下がってきているの
で対策を検討する。
・安全確保のため、点検をこまめに行いその都度
対処している。引き続き施設管理、安全指導に努
めていく。交通安全に関しては、今年度は交通事
故０を継続しているが危険な状況がまだ見られ
る。引き続きしっかり指導していきたい。

公
開
・
連
携

・学校だより、学年便り、各種通知文書等により、
教育活動を伝えるとともに理解・協力を求め、教育
活動の充実に努めた。
・家庭訪問、個人面談、さらに適宜、面談、電話連
絡等を行い連携を深めた。
・親子活動、地域との連携行事を進めた。親子活
動の内容の充実が図れた。
・会計は毎年度、管理職とＰＴＡ役員でチェックし
ている。

教
職
員

・全教職員で共通理解を図り、組織としてまとまっ
た教育活動ができた。
・学校研究に意欲的に取り組み授業研究を深め
たことが授業改善に結びついている。
・教職員の在校時間管理にタイムカードが導入さ
れ、職務の効率化の意識は高まった。引き続き負
担軽減を検討していく。


